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　労福協・
ライフ・サ
ポートセン
ターは、12
月16日（火）
か ら 17 日

（水）にかけ
七尾市「美湾荘」において、第 11 回ライフ・サポー
トセンター研修会を９地域ライフ・サポートセン
ター、連合石川地協、北陸労金、全労済石川から
34 名の参加で開催した。
　狩山久弥理事長が ｢ 日頃の活動に対し感謝申し
上げる。設立から 10 年を過ぎ、活動の再点検も
含めライフ・サポートセンター活性化委員会を設

置し、ライフ ･ サポート
センター活動で地域の高
齢者、労働者がより元気
になれるよう、また、取
り組みが発展するよう点
検と検討を進めている。
この答申を受けて、ライ

フ ･ サポートセンターの活動に活かしていきた
い。また、労福協・ライフ ･ サポートセンターの
活動がより地域に密着して事業を行えるよう、労
働者福祉運動の地域展開についてもご理解をいた
だき、活動の更なる向上に向けて取り組みを願い
たい。加えて、労働者自らが推し進める労働者福
祉事業団体の事業を地域で支える展開にも引き続
き協力を願う。｣ と開会の挨拶をした。
　初めに「ライフ ･ サポートセンター活性化委員会
の中間報告」について浅野正専務理事が説明した
後、「現役や退職者との連携に苦慮している。役
員の年齢制限を再考すべきでないか。活動の再点
検や事業団体の事業支援への取り組みを強化する
べき。」などの意見が出され、次回の活性化委員会
で協議を進めることとした。その後、北陸労働金

第１１回ライフ・サポートセンター研修会開催
庫石川県本部の溝田勝担当
部長、全労済石川県本部の
長山良治事業推進部長から、
それぞれ労働者自主福祉事
業の取り組み状況報告と事
業推進への協力を求めた。
　続いて、公認会計士の寺
西修次郎氏が「相続税の申告
についての留意点」について
として、来年１月１日から
の相続が対象となる税制改
正や申告期限、相続税の対
象となる財産など、見落と
しがちな手続き・届けなど
について事例を挙げながら
説明し、判り易く講演した。
　最後に「福祉なんでも相談
の地域展開」について浅野専
務理事から説明があり、「相
談件数の実績から現行の体
制で十分だと考える。この
相談体制を設置した時と現
在では相談の内容が大きく
変化していることをワンス
トップの相談体制と合わせて再構築した上で運
動の展開としてはどうか。設立当初と比べて取り

巻く環境が変化し現組織体制
を維持することが難しく課題
となってきている現状を踏ま
えた場合、現時点での新たな
展開は控え体制整備を優先す
べきでないか。」などの意見が
あり、「意見には検討と整理を
行ったうえ、問題点を克服す
ることはもちろんだが、労福

長山全労済石川県本部事業推進部長

赤田輪島・穴水LSC会長

柚木副理事長

角三七尾・鹿島LSC会長

寺西公認会計士

溝田北陸労金石川県本部担当部長

狩山理事長

（ウラ面へつづく）
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（12 月 25 日現在）

開催日 曜日 行　　事 会　　場
12 月 26 日 金 フレンドパーク互助会総会 フレンドパーク石川

27 日 土 年末年始休暇 ( ～１月４日 )
１月６日 火 連合石川・石川労福協合同「2015 新春の集い」 金沢都ホテル

〃　 〃 県平和運動センター「2015 年新春の集い」 ANA ホリディイン金沢スカイ
７日 水 自治労石川県本部旗開き 金沢都ホテル
9 日 金 2015 年連合かなざわ地協、金沢 LSC 合同 NEW・YEAR 旗開き 労済会館

10 日 土 UA ゼンセン石川県支部「2015 年新春の集い」 金沢ニューグランドホテル
14 日 水 白山・野々市 LSC「2015 年新春の集い」 白山市学習センター
17 日 土 JAM 北陸石川県連「2015 新春の集い」 金沢都ホテル
20 日 火 連合能登地協、輪島・穴水 LSC 合同「2015 新春の集い」 ホテル高州園
22 日 木 中部労福協 第４回幹事会（～ 23 日） 京都市
28 日 水 七鹿羽咋地協、七尾・鹿島 LSC・羽咋 LSC 合同 2015 年新春旗開き のと楽
29 日 木 第４回 LSC 活性化委員会 フレンドパーク石川

２月２日 月 労福協 第 38 回研究集会 労済会館
7 日 土 労福協 ろうふく“むすびネット”第７回婚活パーティー 金沢市

18 日 水 労福協 第６回三役会議 フレンドパーク石川
24 日 火 労福協 第７回理事会 　　　　〃
26 日 木 中部労福協 第４回代表者会議（～ 27 日） 和歌山

これからの行事予定

中央労福協　加盟団体代表者会議

協・ライフ ･ サポートセンター全体の運動として
捉え協力いただきたい。現に対象としているライ
フ ･ サポートセンターは相談受付時間における事
務局体制が整っていることからの選定であるが、
それ以外の地域においても何らかの方法での取り
組みを行うことを検討しており、理解と協力をい
ただきたい。当然、相談の窓口となる方へは研修
など受けていただいた上で、取り組みとして進め
たい。設置後は、相談活動の状況を一定期間進め、
相談窓口などの取り組み方などを検証し、運動と
して再考する。」と、浅野専務理事が応答をした。
　最後に柚木光副理事長（北陸労働金庫石川県本
部長）が「共助が重要視されている中において、ラ
イフ ･ サポートセンターの活動の充実は地域への
更なる貢献に繋がるものと考える。しかし、決し
て急がず理解を求めながら取り組むこととした
い。そして、労働者福祉事業の発展とともに地域
への運動の拡大をお願いしたい。」と研修会を締め
くくった。

　中央労福協（労
働者福祉中央協議
会）は、11 月 28 日

（金）東京にて「中
央労福協第６回加
盟 団 体 代 表 者 会

議」を開催した。この会議は、総会が２年に一度
の開催となるため、中間年に１年間の総括と活動
方針の補強強化を行うものです。

　会議では、古賀会長は「2012 年の国際協同組合
年以降、国際的な協同組合運動は、持続可能な社
会づくりを展望し着実に前進をしている。しかし、
現在の日本は、格差・貧困がさらに拡大し、富め
る者、強い者たちを優遇する政策に後退している。
ただ一方では、生活困窮者支援や地域再生などの
地道な活動が胎動してきている。労働者福祉を推
進する私たちにとって、より安心安全に暮らせる
社会の実現に向けて行動しよう。」と挨拶した。
　その後、2014年度活動報告と活動方針の補強案、
会計決算報告・予算案が提案され、全て全会一致
で可決された。また、栃木、大阪、全労済から「暮
らしの底上げキャンペーン」への取り組みが報告
された。
　第２部では、「東日本大震災からの復興～現状
と課題」と題して、北部労福協岩手県労福協小野
事務局長が「震災以降のボランティア活動と連合
運動をどう結びつけるのか、ボランティアを通じ
て何を学びえるのかを追求してきた。」と苦労談を
交え講演を行った。
　続いて、「人口減社会の実像と地域再生への課
題・展望」と題して、樋口美雄慶應義塾大学教授
が、「日本の人口減や出生率、人口移動について
現状と課題を説明した上で、今後、日本の高齢者
の人口はピークを過ぎれば減少していくことや出
生率が伸びても子どもの総人数は増加しないこと
などから、国と地方との連携による総力体制で地
方再生に取り組んでいかねばならない。」と講演し
た。今後の福祉施策を考案していく中で大変参考
となった講演であった。

　　　　　専務理事　浅野　正
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　石川労福協は、12 月５日（金）フレンドパー
ク石川において、第９回福祉なんでも相談アド
バイザー会議を開催した。
　この会議は相談に対応する石川県職業能力開
発プラザ、いしかわ子育て支援財団、石川県消
費生活支援センター、喜成司法書士事務所、社
会法律センターや連合石川、労金、労済など
10 団体、17 名で構成し、労福協「福祉なんでも
相談」活動における課題の共有や情報交換など
の場として、今後の相談活動の一助とするもの
で、当日は関係者等 14 名が参加して行われた。
　会議では、各委員から、日頃の相談状況など
の取り組みなどが報告された。
　なかでも、「近年、為りを潜めていた架空請
求が高齢者を対象として増加傾向にあることや

　中部会館協議会（中部ブロック労働者福祉会
館協議会）は、12 月９日（火）富山市のゆ～とり
あ越中（春日温泉開発㈱）において、本年度第２
回幹事会を役員８名が出席して開催した。
　幹事会では、全国会館協議会幹事会における
報告や課題に対する中部協議会としての対応を
協議したほか、各会員の事業状況を報告すると
ともに情報交換により連携を深めた。
　会員会館では、温泉設備や飲食・宿泊を提供
できる施設も多く、「師走の総選挙による利用
の自粛を要因に見込まれていた予約が軒並み
キャンセルとなるなど運営に大きく影響を及ぼ
している。」と、厳しさがヒシヒシと伝わる報告
が多く出された。
　また、この先予定される行事の成功や会員の
負担軽減に関連し、計画を一部変更する提案に
ついても積極的な協議を経て提案どおり承認し
会議を終えた。

労福協　事務局長　上野貞彦

福祉なんでも相談アドバイザー会議

中部会館協議会第２回幹事会

健康食品の送り付けなどの悪質な商法も増加し
ている。」との最近の相談傾向が報告された。
　どんなことでも、一人で悩む前に身近な家族
や友人に相談することがトラブルを回避する上
で大切であることを再認識して会議を終えた。

県ＬＳＣ　事務局次長　今西十曜治

勤 　 体 　 協

11月30日・輪島市一本松総合運動公園体育館
◇一般
　①カメレオン☆（七尾）②BULL DOG（七尾）
　③Red Camellia（珠洲）④est montagne（野々市）
　⑤FLY HIGH（白山）⑥ルーザーズ（かほく）
　⑦Honey Bee（野々市）⑧T―TⅡ（金沢）
　⑨松本クラブ（津幡）⑩多田兄弟（野々市）
　 ▽最優秀選手 磯貝敏充（カメレオン☆）
　 ▽優 秀 選 手 蔵裕一郎（カメレオン☆）
  茶谷拓也（BULL DOG）
  新出大輝（Red Camellia）
  浜出利之（est montagne） 

◇混合
　①ルーザーズ（金沢）②Ciel Blue（珠洲）
　③O・G・B☆（金沢）④レインボーイーグルス（輪島）
　⑤RURU’s（宝達志水）⑥STLL（金沢）
　⑦田鶴浜クラブ（七尾）⑧SHIFT（内灘）
　⑨Smokers（金沢）⑩RUN3（金沢）
　 ▽最優秀選手 山崎志乃（ルーザーズ）
　 ▽優 秀 選 手  北川瑞希（ルーザーズ）
  佐々木ゆか（Ciel Blue）
  国府田由衣（O・G・B☆）
  長田有加（レインボーイーグルス）

第13回輪島市長杯勤労者
バスケットボールオープン大会
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　河北地域ライフ・サ
ポートセンターは、「生
活保障設計セミナー」を
11 月 29 日（土）内灘町
サイクリングターミナ

ルで開催し 20 名が参加した。
　はじめに特定社会保険労務士の谷内美穂子氏
が、「ライフプランに必要な年金・雇用保険の知識」
と題して講演を行った。
　今年は、参加者の中に退職前の人が数人参加し
ており、より実りのあるセミナーとなった。
　次に当ライフ・サポートセンター事務局次長の
久保宏史氏が「安心ある住宅保障について」のテー
マで、分かりやすい資料で説明した。

河北LSC　事務局　吉川　武久

　加賀地域 LSC は、毎年恒例行事となっている

河北LSC

加賀LSC

　生活保障設計セミナー

　第６回親子・お友達ケーキ作り

ご返済方法／毎月返済又は、毎月返済・ボーナス返済の併用 

※３大疾病保障特約付きの場合は最高6,000万円以内 

ご返済期間／最長 ３５ 年

保 証／保証機関の保証が必要です。 

※表記金利の金利幅は、お取引による引下げ幅です。※返済条件を変更された場合、別
途手数料が必要となります。※担保不動産取扱手数料32,400円が必要となります。（表示
料金は消費税8％を含んでおります。）※お申込いただける方は、原則年収150万円以上、
勤続1年以上、満76歳までにご返済を終了できる勤労者に限ります。※当庫所定の引受
生命保険会社の加入承諾が得られない場合や審査の結果により、ご融資できない場合
がございます。 ※金利は2014年12月1日現在適用中 

（別途保証料、年.0.12％～年0.22％が必要です。） 

ご融資額／最高 １ 億 円

★ <ろうきん>は全期間引下げ幅保証！ 
ご返済終了まで当初の金利引下げ幅が適用されます ★ 

［最下限金利］ 

～
［基準金利］ 

［最下限金利］ 

～
［基準金利］ 

金利が引き下げられた
今がチャンス！

お気軽にご相談ください！

ろうきん
住宅ローン

【有担保】 

商品概要 

※１カ月単位 

ローンプラザ・オアシス 0120-373796 
金沢市西念3‐3‐5（フレンドパーク石川１階） 
営業時間 平日/10：00～19：00 土日祝日/10：00～17：00  

ローンプラザ・松任 0120-637158 
白山市八ツ矢町686-1（松任支店併設） 
営業時間 平日/9：00～19：00 土日祝日/10：00～17：00  

「親子・お友達ケーキ作
り」を 12 月６日（土）セ
ミナーハウスあいりす
にて、14 組、32 名の参
加のもと開催した。
　講師にはブーラン
ジェリー・カナエの金榮先生を招き、一連のレク
チャーを受けてから、親子で力を合わせ、生クリー
ムの泡立て作業を行い、次に専用の長～いナイフ
でスポンジケーキを３枚にスライス。そして生ク
リームとスライスした苺をサンドし、土台を完成
させた。
　そして完成した土台を、崩さないよう慎重にプ
レートに移し、サンタのマジパン・苺・柊の飾り物・
生クリームを思い思いにデコレーションし、ケー
キを完成させた。
　作業終了後には、出来上がったケーキの写真を
撮る人や、ちょっと余った生クリームをはずかし
そうに口に運ぶ子供たちなど、楽しそうな様子が
伺えた。片付後に、金榮先生にお礼を述べ終了した。
　短時間だったが、親子のふれあいの機会として
有意義な時間だったと感じている。

　加賀地域LSC　事務局長　永井　達也


